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石田小は、児童も、保護者も、地域も最高でした。

先週の３月２０日には平成２９年度の卒業式を、２３日には修了式を行いました。卒業式は、
多くの御来賓の皆様に「よい卒業式だった。」というお言葉をいただきました。私が、感じたとこ
ろでも、卒業生は、適度な緊張感を持ちながらも、一生懸命に式に臨み、その姿がしっかりと感
じられた卒業式であったと思います。卒業生は、充実感を持って石田小から羽ばたいていきまし
た。修了式も、５年生をはじめ、在校生が卒業生からしっかりと石田小のバトンを引き継ぎ、そ
の決意が現れた良い式になりました。
そして、本日、平成２９年度末の人事異動により、転退職する職員の離任式を行いました。そ

の職員については、「転任のごあいさつ」にてお知らせをいたします。
さて、私もこの度の人事異動により、同じ石田地区の、同じ石田小学区にある隣の南西中学校

に異動することになりました。石田小では、一年間という短い期間でしたが、本当に有意義で楽
しい日々を過ごすことができました。その良さを中心に、一年間を振り返らせていただきます。
４月、入学式。小学校勤務が初めてであったことから、入学式の式辞を考えるにあたり、新入

生が、「言葉をわかるだろうか。」「式の間持つだろうか。」などと心配しました。でも、新入生は、
一生懸命話を聴き、元気に返事もしてくれました。始業式。児童が、式の間、とても静かで、驚
きました。難しい校歌を元気にしっかりと歌えることにもびっくりしました。授業参観・ＰＴＡ
総会。とにかく、授業参観への保護者の方の出席が多く，ＰＴＡ総会にも３分の２以上の保護者
に出席いただいていることに，学校が守られていることを感じました。４月～５月は、石田地区
の総会や行事も多く、教頭とともに参加をさせていただきましたが、石田小の北にある悠遊館を
中心に多くの活動が活発に行われていることに驚きました。５月には、６年生の修学旅行、６月
には、地区の運動会、５年生の林間学校、８月には、石田小の校庭でフェスタ石田、さらに，地
区の防災訓練が行われました。そして、９月、石田小運動会。それぞれの学年の特色が表れた演
技でしたが、特に、高学年の組立体操は圧巻でした。１０月には、６年生の陸上記録測定会、南
西中の生徒による陸上・応援指導、読みきかせなど。つい先月の２月には、６年生を送る会。過
ぎてみると、とても短い一年間でしたが、本当に充実した一年間でした。
本日、この石田小を去るにあたり、本当に感謝の言葉しかありません。まず、子供たちに感謝、

そして、保護者の皆様に感謝、さらに、地域の皆様に感謝です。そして、我が石田小教職員に感
謝です。
ぜひ、これからの石田小学校をよろしくお願いいたします。私も、地域の南西中学校への赴任

ですので、また、小中連携や地域の行事等でお世話になることと思います。お会いすることもあ
ると思いますので、そのときは、よろしくお願いいたします。次に，末筆になりますが，２０日
の卒業式の「はなむけのことば」を載せさせていただき，お礼に代えさせていただきます。
本当にお世話になりました。皆様の御健勝と御多幸を心からお祈り申し上げ、お別れの言葉と

させていただきます。ありがとうございました。

はなむけのことば
石田小学校の校庭にも春の息吹が感じられる季節になりました。
本日，ここに，甲府市並びに甲府市教育委員会を代表して，甲府市副市長 岸川仁和（きしかわ まさか

ず）様をはじめ，多くの御来賓の皆様方の御臨席と保護者の皆様の御出席を賜り，平成二十九年度甲府市
立石田小学校の卒業証書授与式が，挙行できますことを，心から厚く感謝申し上げます。
希望あふれる今日の佳き日に，第四十一期生として羽ばたこうとしている，六十二名の卒業生の皆さん，

卒業おめでとうございます。
ただ今，小学校の課程を修了し「思い出」がたくさんつまった卒業証書をお渡ししました。今，皆さんの脳裏

には，六年間の思い出が走馬燈のようにめぐっていることでしょう。



特に最上級生となった本年度は，全校のリーダーとして「広げよう オレンジスマイル 深めよう石田の
絆！」をスローガンに，児童会本部や委員会では，「あいさつ運動」をはじめとしたいろいろな活動に取り組み
ました。その結果，石田小をオレンジスマイルいっぱいにしてくれました。
春には，楽しかった修学旅行で六年生同士の絆を深めました。夏に始まった運動会の取り組み。運動会の

組立体操や係活動など，そして，陸上記録会では，六年生の力を見せてくれました。
また，秋のゆうき祭りでは，六年生が中心になっていろいろな工夫をし，お兄さんお姉さんとして，下級生と石

田小の絆を深めてくれました。力を合わせ，リーダーシップを発揮してくれた六年生。本当にありがとう。
本日をもって，小学校を巣立ち，大いなる希望と夢を求めて，中学校へ旅立つことになります。その卒業生

の皆さんへ，次の言葉を贈ります。
「私たちには今日も明日も困難が待ち受けている。それでも私には夢がある。」
これは，ノーベル平和賞を受賞し，非暴力抵抗運動の先頭に立って闘い，志半ばで凶弾にたおれたアメリ

カのキング牧師の言葉です。
先月行われた，ピョンチャン冬季オリンピックでは，日本選手が大活躍をしたことも記憶に新しいですが，その

中のいくつかを挙げてみます。
フィギュアスケート男子の羽生結弦選手は昨年末に大けがをし，痛みをこらえながら見事に復活を遂げまし

た。また，ピードスケート女子の高木美帆選手は天才中学生と言われ前々回のバンクーバーオリンピックに出
場しましたが惨敗。前回のソチオリンピックは代表落ちし，そこから，見事に這い上がりました。ジャンプ女子の
高梨沙羅選手は，メダルが期待されたソチオリンピックでは四位，しかし，今回は銅メダルを獲得しました。ここ
から，学べることは，人生は順調にいくとは限らないので，困難があっても，それを糧にして，乗り越えていくことが
大切であるということです。
これらの選手の姿とともに，皆さんがこれから歌う『栄光の架け橋』の歌詞の中には，キング牧師の言葉に

つながるところがあります。
「もう駄目だと全てが嫌になって 逃げ出そうとした時も
想い出せばこうしてたくさんの 支えの中で歩いて来た
悲しみや苦しみの先に それぞれの光がある
さあ行こう 振り返らず走り出せばいい 希望に満ちた空へ…」

卒業生の皆さんには，前途洋々の未来が待っています。しかし，それは，楽しいことばかりではありません。苦
しいこと，辛いことにきっと出会うと思います。そのときには，自分はひとりではなく，周りには必ず「支え」てくれる
人がいる。そして「それぞれの光がある」だから「さあ行こう」という前向きな気持ちで，決して，負けずに，あきらめ
ないで欲しいと思います。そして，石田小学校の卒業生としての誇りと希望を持ち，「夢」に向かって，晴れや
かに一歩一歩進んでください。
保護者の皆様，本日はお子様の御卒業，誠におめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。また，こ

れまでの，本校の教育への御理解と御支援に対し厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。
結びに，本日は御多用の中，御臨席賜りました御来賓の皆さまに心より御礼申し上げます。今後とも，変わ

らぬ御支援をお願いいたします。
卒業生の未来が光り輝き，幸多きものなることを祈って，はなむけの言葉といたします。
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